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ており，想像力は鋪く，下品で，異赏であると思われ 

る。•• ••，黒人の場合にほ，平凡な物語の水準を越える 

ような思想をロにした例を,私はまだ一度も見つける 

ことができなかったし，絵画や彫刘でははんの初歩的 

なものさえも見たことがな、。… .この不幸な皮膚の 

色の違い，ギしでおそらくは能力の違いほ,これらの 

人びとを解放しようとする時の強力な障言である。彼 

らの立場を弁護する人の多くは，一方で人間性の自由 

を擁護したいと望みながら,同時に他方では人間の高 

贵さと美しさを守りたいという気持も强レ、のである。

• 奴錄たちは, 解放された跪には，血の交わりので 

きな、所へ移されるべきなのである" (Notes on Virgi- 
Tim, edited by William Peden, University of North Carolina 
Press, 1955,卯.138 〜143.中尾健- 249 〜 260 ページ）。こ 

うした徹底した白人優越思想，人種的偏覓は，当時と 

してはもちろん異とするに足りない。だが，奴織の瀬 

次的解放を計画していたとは言いながらも，ジファ 

スンは, 权綠解放のための実際的な政策をはとん'ど何 

も行なっていないので, 「独立宣言」と実際の政策と 

の矛唐は, やはり問題とすべきであろう。

ジ: ファスンの人格は，黒人奴綠との38年にわたる 

長い関係，？人の私生児という情事の秘密とは両立し 

がたいよう.に思われてきた。Brodieも特に新資料を発 

見したわけではないし，心理分析による推論の城を出 

るものではない。しかしこの書の出現が，従来正統史 

学が否定してきたことを改めて大きな問題として提起 

し, そめ可能性を強めたことは事樊でを) る。

© 終的な判断は誰も下しえぬ状況であるが, 事実は， 

(1)S a llyとの関係は全くなかった,《2)その関係は一時 

的なものに過ぎなかった，{邮明欄続き，その間に何

人かの子供が生まれた。のいずれかである。り》の場合' 
は，ジ:Cプァスンに寄せるBrodie0尊敬にも拘らず, 
彼女は事実無根の中傷を]j?現させたことになり, 確実: 
な廣料をもってのみ語ろという史李の王道を踏み外し 

た点，および当時の社会的背景に関する理解が浅薄で 

あるという点が，非難されよう。だがそれでも,従来 

の史学に再檢討を迫り，心理的な要因と奴歸制度の間： 

题に新しい関心を呼び起こしたこ.とは，評価されるぺ 

きである。《2)の主張者ははとんどいない。（3)の場合は,. 
それがジ:Cプァスンの思想に大きな影響をもたらした 

力、否かでまた分かれるわけだが，大きな影響を与えた 

とすれば，情事の事実関係と，ジ:Cファスンの思想の 

変化過程を追つて, 両者.の対応を51定することが必要- 
でもる。 情事の相手が®人奴諫ということになると,. 
人種問題と奴錄制度がからまって, 問題は複雑となる。 

さらに被女は混血児■であり，しかもジCCファスンは混 

血を恐れながら自らそれを実践したことになる（•'ヴァ 

ジニァ覚え‘書」の執と出版の問に, :S allyとの接触が始ま- 
った)。 南部奴諫制社会の中で，二人の関係は,はたし 

て平等，な人間同土の恋なのか, 主人と奴諫という権力’ 
関係におい义なのか，S a llyは本当に幸福であったの’ 
か, 子供たちは何を考えていたのか，その中でジ:プ 

ァスンは黑人観を变えていくのか,すべては依然とし 

て謎のままに残る。問題提起者としては，これらの薄- 
に, 単なる推理ではなく，客観的な事喪の裏付けをも 

って答えるべきであろう。そのためには，当時の社会 

経済的背京の解明と，ジ0：プァスンの思想構造の分析 

がー層it耍となるであろうことは，言うまでもない。

 8ガ13日，Clmdottesvine, Virginia .大学にて-----
. (経鮮部教授)
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ク ラ ー ク ソ ン 著 「前 工 業 化 イ ン グ ラ ン ド 0

経 済 1500-1750」 (r.)

• 第 2 章 変 化 を 取 り ま く 環 境

L. A. Clarkson, The Pre-Industrial Economy in E n glan d ,1500-1750
(B. T. Batsford Ltd., London, 1971, pp. 268) . . ‘

大 賞 朝 義  

酒 田 利 夫

前工業化イングランドにおける生産の跋大は，市場 

の規模によって限定されていた。だがそれにも拘らず, 
経资のあらゆる部門で発展がみられた。実際，16世紀 

前期から18世ま己前期の間に行われた発展を検討しつつ， 

それを•革命的なものとして叙述している厘史家もいる。 

しかし，18供紀の産業草命とは興なって，それ以前の 

諸世紀に行われた生産方法や組織形態における発展は， 

経済溝造を急速に変えほしなかった。前工業化プング 

ランドヤ生じたような経资発展は，新しい需耍バター 

ンを開拓し新しいホ場機会を追求する企業家層によっ 

てもたらされたものであった。，全体としてみると，被 

らの努力は, 好適な資源配置,比較的安定的な政治機 

構, 好適な社会構造によって助けられた。本学では, 
経済発展i t対するこれらの非経済的要因を,主たる対 

象として取り挙げる。 〔従って, 経済発展の：）成果そ 

のものについては，次享以降で考察されることになる。

地理と 資 源

イングランドは，経済発展の上でま然条件に大変恵 

まれていた。チュダー及びスチュアート朝期のイン 

グランド人は，彼らの母がエデンの圓に較べても殆 

ど邁色ないものであると信じていた。ある熱烈な愛国 

者は，16世紀中葉の箸作の中で, イングランドを「フ 

ランスを逾かに凌駕する多ぐの港湾を有する大洋に!IB 
まれJ , 『さまざまな好適な河川J を持っ国とUて叙述 

している。彼は， •■イングランドにおける豊富な家畜，

  雄牛，雌牛，麻，山羊その他0，われわれはまた，

世界中で最上の羊毛をもたらす羊を有している 

豊富な地下資源， ……多くの金属類 , 石炭,石板と 

石んと書き記した。 世紀後に，ヘンリー . ペラシス 

Henry B e la sy seはョリ恼明に次のよ ..うに記した。 イ 

シグランドは山，橋，泉，教会，婦人や羊电で有名で 

ある」 'と.。韻人は，.r男達の同意により，..5* —ロ''タパ 

の中で最も參しく保たれて_)いたために,経済発展に 

とっては恐らく気睛らしとなった。実際大変美しかづ 

たから， cm代の法王の中にあって）ただイングラン 

ド人の法王のみが，彼女達は  ''彼女達の美しさが他の 

者の德にとっT 悩ましい障害とならないように， 口一 

に巡礼に赴くことを許されるべきでないJ と生張し 

たのである。ベラシスはまた , 海み入った瞎喻の趣味， 

のみならず，{也の鶴の美しさへの眼識も備えていた。

「我が海の山なす魚，我が空の雲なす小鳥，凡ゆ

る平原は肉牛と畜牛とによって蔽われ,凡ゆる所

に羊が群れなし,凡ゆる地域に森と狩渊地がひろ

. がり，すべての森はジCAントリのための獲物に!^
み，多,くの石炭の鉱脈が地下に仰びて鼓民に消費

される。 イングランドの気候は木ま温暖で,
.フラシスにおける.ように暑すぎるこ.と'も寒すぎる’
とともない。…，，周回をとりまく海は夏には涼気

をもたらし，♦には暖気を与えるので，そのため

に私達の鼻水がたれることはあっても，ロシアに

おけるように鼻..〔そのもの; }が欠けて'しまうと..い (1)
うことはない。J

注（1 ) Tudor Economic Documents, ed* R.H» Tawney and 
' Traveler's First CUnosity： or the Knowledge of his 
II ,1903, pp. 193—4

E. Powot*, 1924, III, pp* 1—1 1 ; H‘ B[elasysel An English 
own Countî oy, 1657, ift Hist. Ms&. Comm*, Various CoUectiona,
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あったように思われる。たいていの歴史家は, 1500年 

fcはイングランド友びウ*一ルズの人口が250万から 

3 0 0万の間, 恐らくは,前者よりは後者にョD近い数 

であったと信じているラッセル教授jr.C. Russellの 

概算は必ずしもすベての麼史家に受け入れられている 

わけではな、が,彼は1545年の人ロを約350方と算定 

した。，最近コーンウォ.一ル博士 Div Cornwallほ，，イ' 
シダランドのみの人口がま際にぼ3 リ小さなものであ 

ったこ'とを算出した。だが，.ラ.ッ:セル教授とコーンク 

ォール博士との，いずれの概算をとるにしても，15世 

紀末から16世紀中葉まやの間に人口が75万人増加 

したという点では, もまり相違がない。これは,黑死 

病以後の最初の持続的なき大であゥた。しかしこの人 

ロ増加は, そ、れが生み出す食物需要の増大に見合った 

叢業の生産増大の能力を超過しセしまっオシように思わ 

れる。そ̂して;1550年代までには，過剰人口の明瞭な 

兆候がみられた。 この1550年代の前半には食物価格 

は極めて高く，'後半にはインダルュンザの猛烈な流行 

.が' , 栄養不良でま弱した人々を壊減させた。死亡南は 

，出生率を大きく廣駕し人口は减少した—— 地域によ ')ては! その減少力';恐らく 20%にも及んだ。

1550年代の人ロ減少は一^時的なものであることがや 

がて明らカ、となり，1560年代には人n 力’、再び増加に転 

じた。もっとも，入口の現摸は，1570年になっても恐 

らく1545年の時；̂ひこおけるよりも決して大きくはなか 

った。16世紀の最後の30 年間jこは，人口の急速な増 

.加がみられた。ラッセル教授の評倉-によれば，イソグ 

ランド及びゥャルズの人ロは約600万に達した。ま 

すこコーンクォルif.士のイ.ングランドのみについての

概算は，一層大きな増加があったことを暗示して、る。 

.1580年代及び1590年代を?i は，愈物の高価格と流行病 

とによって, '増加が再ひ 1狙止された。しかしこれらは 

墙加率を^ 時的に傳滞きせたにすぎず，；̂7世紀中葉ま 

でにはイングランド及びウCC一 ルズの人口,は恐らく 

500力を超えた。リグリィ博士 Wngleyは, 1650年 

について，広く受け入れられている1695年のグレゴ 

リ 一♦キングGびgwy Kin任の概算に照して'みると高 

すぎるように思われる, 5 50 方という人口を想定して 

いる。しかしイグランドの多くの地域の教区律冊 

の研究の結果, I 6世紀後期及び17世紀前期に,産業本 

命の初期に匹敵する速度で,かなりの人口增加がみら 

れたことについズは, 疑間の余地がなくなっている。

17世紀め館2 四半期のいずれかわ時点で,ィシグラ 

■Vドの人口の增加率が低下し, とめ世紀の終りまで:は

緩慢な状# 、ヵ嚇いた。 もっとも，そとでは各地域ごと 

に際立った対照がみられた。極端な事例は?& らくデボ 

ンシャのコリトンColyton村の場合て*あって，そこでぱ 

1640年代には教区簿冊に記録された埋葬数が洗礼数を 

上回り , 次の一世紀の殆どめ期間もとの状態が続いすじ。 

イングラソドの北部及び北西部の多くの教区の教区簿 

冊も，17世紀の後半には埋葬数が洗礼数を摸く僅がに 

上回ぅているにすぎない状態☆記録しているが，しか 

しこの世紀の初期には， 〔これらの教区でも3 洗礼数 

が埋葬数を十分に上っていたのである。他方 , ミy  
ドランズにおける人0 増加は，17世紀後期には以前の 

勢いを回復した。たとえば， レスターシャの，クイグス 

トン • マグナ ..Wi.gstOn M a g n a村り人口は , . ' 1620年頃 

からの停滞の後に , 1670年以降急速に増加した。 ゥィ 

グストンは ,バ一ミがムやノッチイソガムといった 

PITやミッ'ドランズ東部及び西部の工業村落と共に , 17 
世紀後期から 1 8世紀前期におけるミッドラソズの多 

くの工業地城の典型をなしていたものと思われる。そ 

の増加の大部分がロンドンに吸収されたホーム. 力ウ 

ンティ-■ズでも，恐ちぐ高い人口增加率がみられた。

ロンドンの人ロは , 1650年から .1750年の間に 25万人 

以上增加した。 1720 年以降,インダランド全休を通 

して人ロがもう一度減少した。 1 7 3 0年代及び 1740年 

代は，天然瘦やインフルェンザのような伝染病が高死 

亡率をもたらした， •■伝染病による大量死J の最後の 

時期であった。 1740年以降増勢力t回 復 し 産 難 命 と 

時期を同じくする人口史の新たな局面へと入っていく  .
前工業化イソ グランドにおけもみロ増加は，死亡を ' 

上回る出生によるものであった。出生率も死t 率も，

4 日の西洋諸国の水準と較べれぱ，共に高かった。18 
世紀前期には，年当りの出生率は通常35バ- ミル前後. 
で り，死亡率は3 0 バ一 ミルを少し下回っていテこ力V 
雨.者とも短期的には箸しく変化した。死亡率は出生率 

よりも激しくまイヒレた。不作年乃?gjS染病の流行した 

年には, 死亡:赛は平年の水準の2倍乃至それ以上にま 

で上昇したと思われる, Sダ死-亡率め年は,前工業化 

イングランドのすベその社会に操り返し現われだ特徵 

であった。それは，穀物価格が高く★科が不足の時期 

に，しばしば生じた。’ そして，この高死亡率は，時に 

は黒死病，インフルユンザ，天然療, チフス，赤駒と 

レ、った伝染病の流行の結架もたらされたものであっすこ, 
不と伝染病が同時に起ゥた時化ほ,その結娘は悲惨 

であった。だが，伝染病の猛威は食料不足によ0 て!̂ま 

められたとはい免,住染病は経済的な状爐とはしぱし'B7U161)
巡 ^ " ^ ^ 、継を滅秘搬放•ふ'ね
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，，気候は, 穀物収獲の状態，牧草の成長一従ってま 

た, 家畜数の規模—— 羊毛，默皮，獣脂，肉及びミル 

クc6供給, 工業〔生ま〕力及び運輸を左右する道路の 

状態と河川の水位に影響を与え,.前工業化イングラシ 

ドめ経済活動に大きな影響を及ぽした。非常に多くの 

当時の人々によぅて與をもって記録された，裕ど每 

年のように発生する気象上の炎害にも拘らず，ぺラシ 

スの温和な見解は，概して十分に根拠のもるものであ 

った。適切な注意が払われさえすれぱ,天候は健全な 

農業のための良好な条件を与えていた。イングランド 

の大部分の地城は作物と家畜〔の栽培，mmに適レ 

ており, 森林地域は-^般に木材, 燃料，タン皮を十分 

に供給していた。鉱物については，石炭は豊富でもり，. 
鼓鉱石と非鼓鉱石の供給も千分であった。ただ，金銀 

の国内資源は不足していた。このため，これらめ貴金 

厲を得るたやの外国賀易力’、重要な意味を有していた。

地理的にみると，イングランドは国際資愿に加わる 

ために忠まれた位置にあった。16世紀前期には，イン 

グランドはヨーロッパの交易の周辺地であゥた。 しか 

し, 新 世 界 〔アメリ；̂?大陸）にヨーロッパの植民 iiUが 

建設され,また政治的な勢力と富が地中海沿岸諸国か

ら西ヨ 一口,タバに移っすこことによって，イングランド 

♦太17世紀中葉までには世界貿易の地理的中心に据えら 

れるに至ったのである。 イングランドの鳥国としての 

状態は， ヨーロッパ大陸と比較して国内運まを比較的 

客易にしナム河川は，その利用を着望する如何なる者 

に対しても開放されていたし海岸は港で振わってい 

た。 これらの自然的な条件の優位性は,どれをとって 

みても 1 6 , 1 7 世紀に新しく与えられたものではなく， 

その潜在的な可能性がますます開発されていったので 

ぁる。 •
• • 

人 口 の 増加

第 1 表人口の概算

Year Englaind E ngland and 
Wales Source

1480s 2 .1  m. — Cornwall
1500 — , 2. 5一"$. 0 m. Tuckor
1522-5 2. 3 m. 一 CJornwall
1545 2. S m. —— Cornwall
1545 . — ： ' 3 ,5 m. Tucker, after  

Russell
1570 2. 8 m. 3. 5 m. See text
1603 3 .7 5  m. — Cornwall
1603 一 4 ,1  m. Tuekei*, after 

Russell
1650 — '5.ち m. W rigley
1695 '一 5 . 2 — 5 . 5  m. Glass, after 

Gregory King
1700 - - 5. 8 ni. Griffith
1710 — < - . 6, 0 1 in. Griffith .
1720 — 6, 05 m. Griffith
1730 —* 6. 01 ni. Griffith
1740 i-.,，一 6. 01 m. Griffith
1750 一 6. 25 m. Griffith
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人口はイングランドの資源の中で最も重耍なもので 

ちり，人口墙加率がさまざまにま化したことは，経済 

活動の水準に対して大きな影響を与えた。第1 まには，

1500印こから1750年の間のイングランド及び.ウチ一ル 

ズにおける人口について行われたさまざまな概算が括 

められている。これらの概算は厳密には比敏しうるも 

のではなく, 内容的にもかなり相違しているが,人口 

史の主要な特徵は十分に明啤である。I6世紀前期をら 

18世紀前期の間に人ロは2 倍になゥナこが，その増加の 

多くは1650年以前に生じたものでゥすべa リ短期

• — ~ bQ(̂il50')

間における人口規模の変化を見極めるととは更に容虞 

なことではなぃし，人口増加0 地域差を跡づけること 

は困難である。前工業化イシグラシドにおける出生有 

と死亡率 fertility and mortality tates の動態, ’及び， 

それらに影響を及ぽしてぃる諸要因につぃて,われわ 

が殆ど知識をもたな、ため,今日の人ロ学研究林 

況の中で，人口墙加のメ力ご-ズムは更に?明瞭なもの

となっている。

われわれが人口増加のノ'̂ タ一シをもう少し細密に考 

察してみるとき，16世紀前半とはかなり.の人口増加が

け, w i i i n m i w i m f i n i i f
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は*無関係に流行しはじめた。たとえば，1?30年代の〔幾増加库を減少させざるを得なかったのであもう。もし

^  fc .1 ^  ^  ' . »  - 、 一 . .  一 J ^  O L -

鹿かめ〕 嵩死亡率は,一般に幾作の時期に虫じたも 

めである。不作の年のザ亡のあるものは,〔本来なら 

ぱ〕ヨリ後の年に予期きれた死亡を早めただけのもの 

ゼあり, :従って''高死亡率《6時期の次には,平年よりも 

死亡数の少ない年が続ぃたのである。

出生率における短期的な変イヒは，死亡率における変 

イヒふ関連しでいた。 高死亡率の時期には，婚約者の 

死亡のために，或 、は困難な時期が烟を旌期させた 

ためK1, 健全な時湖と比較すれぱ恐らく婚姻数が減少 

しかくしズ妊娠数め減少をもたらしたのである。だ 

が, それ fc続く 年には延期された結婚が行われた。 

そして恐らくヨリ重要なことには , 高死亡率の時期の 

後 i■こ生じた保有地に対する借地人の不足,及び工業関 

係の雇傭に対する労働の不足が，早婚と出生数の増加 

に好適な条# を創り出したのである。

.死亡率及び出.生率 mortality and fertility rates に 

は，短期的な変動に加えて長期的な変化もみられた。 

リグリィ博士のチボンシャのコリトン村の研究は，恐 

らく16世紀及び17世紀前期には伝染病の流行範囲が 

狭かったために，1625年以前にはギれ以降よりも余命 

expectation of l i f eが長かったことを示唆しでいる。 

1?低を己後期のコリトンにおける高死亡率力;，イング 

ランドの他り教区でもみられたかどうかは明らかでな

そうだとすれば, 前:！:業化イングラ'/ドの人々の経済 

的な態度に解明の光があてられたととになる。&ぜな 

ら，それは彼らが自分達の生活水準を生存水準に 

まで低下させることをよしとせず，ョリ高い物的〔生 

活〕水準のためには子供を〔座むととを〕差し控える 

つもりであったととを示唆しているからである。

し力、L, 前工業化インダランドにおける人口変イ匕と 

経済発展との関係については，なお研免さるべき多く 

の割が残っている。われわれは，短期的な関係のい 

くつかについては, すでにふれた。不作は高死亡率と 

婚姻及ぴ出産力の減少をもだらしえたが，次の時期 

には低死亡率，線因の増加と出廣カの上昇が続いた  ̂
人ロの増加は恐らく1 人当りの所得の低下を'もすこらし 

かくして再び死亡率上昇の条件を剑り出した。長期的 

にみると, 人口増加は農産物市場の拡大め恶盤であっ 

た。単なる人口の増加であったならぱ,このような帰 

結ほ生じなかったであろう。すなわち, それは1̂ 1らの 

食科を供給するg リ多くの小農耕作者を創出するに留 

まったであろう。しかしイングランドにおいてはト人 

ロ増加は，士地をもたず，その食料を購入しなければ 

ならな:い，たえず堆大する労働者層i 項ijり出した：か 

くして農業生摩に与えられた刺激は,その強さにおい 

て，その品目により，また時期によって，变イ匕した。

それは他の地域でみられた人口増加率の減少と人口増加が多くの人々にとって樊質所得の低下を伴
プ 7 一チイひナイ > ■ » ■ ■•■ « •、'， ‘I 、‘、 , ^

いが.
合致している。またコリトンめ研究は, ’出崖’ガにも

長期的な変化がったことを示唆している。’ 1640年代

以降, ' 女性は晚婚となり,；またひとたび結婚したなら

ぱ， 世紀前比較してョリ少数の子供しか出産しな

かゥた。このような状態は，18世紀め初期まで持続し

た。結婚年給の± 昇だけでも，一婚姻当りの出生子供

数を减少させるのに恐らく十分で恭った力;，17世紀後

半及び18世紀前期には，コリトンの住民が結婚生活に

おける妊娠数を意図的に制限していたという事実があ

る。他の地域もコリトンと同様め状態にfeったかどう

かという点になると，われわれにはぽび不明なのであ

るが, 「イングランドの多くの教区が, 1 6 ,1 7世紀には

概ねコリトンの人ロ推移のパターンと向じ励きを示し
(2> ‘

ていたということは，あウうることてである。」われ:b  
れにはまた，出 ^力 が 17世紀中葉以降意因的に制限 

された理出も不明であるンしかし恐ら<：,1 6 世紀後助 

及び17世紀前期の目党しい人口増加が，1640年代まで 

には水ぐに脅咸をもたらしをのため人々れネの

た 1650年以前にお.いては,需要の増加は主として基 

本的な食料品に向けられた。 しかしM50年以降には， 

人口増加率がヨリ低く，実質所得が賞銀労働者階級の 

間で上昇しナこので, 肉ゃ醋農製品, 果物，膝菜に対す 

る需要が増大した。人ロの増加はまた，衣科や家庭用 

品の如き基本的工業製品に対する需要ギも増大させた》 

増大する需要を満たすに必要なだけ生産量を増加す 

るためには，ヨリ多くの生産要素の使用か，さもなく 

ぱ既存の生産要素のヨリ効率的な利用を必要とした。 

生ま〔括動〕の格どすべてが労働集約的なものであっ 

たので，生産量はヨリ多くの労働力を生産に投入する 

ととによって容易に湖大じた。17世紀後期に至るまで， 

このことは何ら大きな困難を生じなかった。人口が增 

加し，がくし‘て労働の總供給量を増加したばかりでな 

く，たとえぱ廣村工業に吸収されうるような過剩労{ i  
が，農業〔部門：）には大iafc■存在レので ibる，この 

ようにして，生産の掀大は賛銀率を殆ど増加させなか 

た。また不完全雇用の農業労働の限界生座物の制値

iiT T T  E. A. Wrigley； Population History, 1969, p. 8 9 .(邦訳, リグリイ著, 迪水融釈リ、ロと歴史』，1971,平凡社)5H1152)
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は大変低いも,のであったから, 農藥力.、らエ業への労働 

移動によって，農ま部門における生摩高力ゆ)庄される，

とぃぅこともなかった。 " ル.ォゲァへ''ド‘"ビタル
人口増加はまた，家屋や社会的な公共資本の必 

要をも増大させた。家屋の建築, 道路建設, 河川改修， 

港湾の拡張などは労働集約的な活動であり，農業から 

不完全雇傭の労働を補宠し；また自然增加によっても 

たらされる迫加的な人口を補充するととによって，そ 

れは物めて可能となった。従って長期的にみると，人 

ロ増加は社会におけ•る資本養辕を増加させたのであ 

る。もっとも,その蓄糖が人口1 人当りにおいても増 

加したという後証はないのではあるが„ 实廣家屋に 

関してH えぱ，事実はそれとは異なる方を示してい 

る。16世紀後期乃至17世紀前期までに，大都市やい 

ぐつ力、の農村地域においては，増大する人口が生み出 

す必要に対して住居の溺&存の供給量は不十分なものと 

なって、、た。だがそれにも拘らず，経済における資本 

蓄積のある程度の増加は, 消費に対する過度のEE迫な 

しに可能だったのであり, そしてそれは，他の生産要 

素の生産性の上昇を助ける上で重要な要因だったので 

ぁる。 .
人口増加によって刺激された経済活動の増大は，職 . 

業間においても地域間においても，大量の労働移動が 

存在したことを示唆している。周辺廣村から都市に向 

けて, 力、なりの移住がみられたたとえぱr?世を己の後 
半には，士地乃考雇储の不足によって鄉里の家を離れ 

るととを余儀なくされ，首都で得られる非常に多様な 

合法的な, また不法な職業に魅惑されて，ロンドンに 

は年に少なくとも8,000人の割合で新参者が流入しつ 

つあった。人口の流入はまた，1540 年から1640年の 

間のウースターにおける人口の倍増や，16世紀後期及 

び117世紀後勘におけるウィグストン• ダナの発展. 
に，大きく寄与するとこるがあゥたのである。ノッチ 

ィ' /ガムでは, 17世紀後期における都市の成長の'大 

部分と, 18世紀の最初の40 年間における人ロ増加0  
90%以上は- 移住によって生じたものであった。農村 

地域内においてさえ，人口のかなりの流出‘入がみら 

れた。たとえば，1676年にノツチィンガムシャのクレ 

イ ワ ス Clayworth村に住んでいた401名のうち153 
名は，10年後には移り去ってしまっており，また他の 

者が彼らと入れ替って移り住んだので，総人口は殆ど 

7處らぬままであった。

人口の都Tf5への移勒の大部分は,徒弟奉公をするた 

めに赴く若者と，仕斯を求める非熟練労働者から成っ

ていた。そして農村地域においては,寧公人がその參 

公先をまえるにっれて, 多くのがみられた。また* 
士地力;不足している地域から，どうに力、暮しを*てる 

ための共同地か索熊地を貝_つけることがなお可能であ 

る地域に向かって, また邀村：！:業の所在★る地域に向 

かって，人口の移照!がみられお^ たとえぱ, 17 ,1 8 lit 
紀の3̂ *におけるミッドランズ東部への多くの移住者は, 
発展しつっちる靴下編み工業における労働機会に意き 

寄せられたものであった。他の家族が数世代にわたっ 

て同の場所に腹を据えている時に,，ある者がなぜ生. 
れ育った村を娘れたのかという点については，疑いも 

なく非経済的な理由力;存在レた。レかし，前:C業化イ 

ングラシドにお、て労働移勘が広饥に行われでいたこ 

とは，多くの者が自らの生活水準を改善したいと望ん 

でいたことを強く示唆している。

長 期 的 な 価 格 変 化 .

長期的な価格変動は，長期的な人ロ趟勢と多かれ少 

なかれ並行した動きを示しており，殆ど確実に関連を 

有していた。そして多くの歴史家が，それを16 ,1 7世 

紀の経済発展に対する外生的な影響として扱ってきた 

のでもる。1 6世紀の初顔から17世紀の中葉までの間 

に, イングランドの食物価格は約7 倍に上残しだが， 

高級工業製品の価格は3 倍に上昇したに留まった。こ 

の時期は，20世紀の水準と比較すれぱインフレの度合 

V、は穏やかなものであつたが，1 3世紀からI9 世紀ま 

での間で最も持続的なインフレ期であった。17世紀中 

葉から18世紀’中葉までの期間には，’これとは対照的 

>こ価格の際立った上昇趨勢は見られなかった。

1650年以前の価格上界は，しぱしぱスペイン俩アメ V力から西ヨーロッパへの金銀の流入に起因する，’货 

僻供給の7変化の結果である，とされてきたこの議論 

は，ハミルトン教授E. J. Hamiltonによって最も力強'
く提起されたのでえり，彼はスペイン領アメリカ産の 

資金厲の輪入とヨーロ,ッバにおける価格の上昇との’ 
間の，直接的な相互関係を立証しようと努めたのであ 

る。彼は, 貨幣数量理論を用いて自説を補廣した。貨 . 
幣数量理論とは, 最も举純には，価格水準の変化が律 

通している貨量の変化に直接比例する，とするもの 

である。この理論は十分に立謝されているようであり，

イングラ.ン，ドのみならずヨ■■"ロッパ全体の經驗でもあ 

ったインプレーシg ンいて一般的な説明を与えた 

ため, 広く受け入れられた。，，

5 9(1163)
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ラークソン箸r前工業化イソグランドの，経済 1500-1750J (ニ）

政治的及び社会的な機構
• .

前工業化イシグランドは，経済変化に好適な政治的 

及び社会的構造を有していた。前享で譲論したように, 
1750年以前の経済は，それが効率的に機能するために 

は安定した政治的状況を必耍とする市場を中心とし 

‘ て組織されていた。幸運や, 或いは政策によって,外 

国の侵入は回避された。 16世紀には国内で.散拓的な 

社会的騒 I/Jがみられたが,それらは伝染病や不作の 

後書ほど, 経済生活に彼害を与えはしなかった。市民 

苹命の影響は深劾であったが,それがどの程度のもの 

でもったかを知ることは非常に困難である。1640年代 

及び1650年代の大部分の年度においては,経済は不振 

であたが，市民革合が経済発展になんらかの基本的 

な変化をもたらしたかどうかは疑問である。市民単:命 

はイングランドの找治における議会の権まを主張した 

のでf cるから，間接的にはそれは重要なもので'あった。 

議会は非民主的であったが，経済的な立法に影響を与 

える土地所有者や商人の利害を代表した。1651年にロ 

ンドン駐在のヴェネツィアの大使は,イングランドの 

貿易が'「過去しばらくの間に焉足の進度ミを遂げ，今や 

それが議会から'受ける保護によって改善されつっあり， 

国家の統治とその資易の統制は同一の諸個人によっ 

. て行われ'つつあるJ と書き記している。この観察はど 

ちらかと言えぱ，厳会が国家財政の管理権を把握し 

旧•摩と)k 益に輕微に賦課された租税制度を発展させた 

' 1?世紀末までには，ヨリー層正しいものとなった。譲 

会は経済的な問題にっいては確かに一*致を欠いていた 

が, イングラシドの経済生活fc影響する,ような事柄に 

関しては,議会り見解を無視することはできなかっ  

た。.
一般に，イングラシドの社会制度は経済的成功し 

た者が社会の頂点に向力、って上昇することを許容し 

発展対する障害として作用じなかった。社会のさま 

ざまな地位は，人々が上昇. 下降しうる陪涕として;̂ 焚 

能し人々をそれぞれの地位に不動のままに保っ手段 

としては機能しなかった，階層における基本的な分岐 

点は, ジントリと非ジ:Cントリの間にもった。ジt  
ントルマンは，総人口の:20:分の1 以下から成る小グ 

ループであったが，事実上すベての政治権力と社会的 

威信とを有していた。ジントリの最上層は,貴族階層 

でぁった。16世紀後期には貴族は100家族以下であり,

>主（3) Cal. S.P. Venetian, 1649—52, p. 188.

-Mit紀後にお'/、ても僅かに200家族はどであゥた。資 

族の下には，袖男爵，ナイト， •スクワイプなどがお 

り，彼らは州のエリート層』を形成していた。ジェ 

ント！）の最卞位には数千の•'教区ジゴツトリJ がおり, 
彼 らはすジュソトルマン』"gent，，以外の称号をもた 

なかったが，社会からジェントリと見做され,主とし 

てその所有地からの地代〔収入〕で生活しているとい 

う点では, すべてのジ*ントルマンが共通のきずなを 

有しでいた。 ,
入口の大部分ジバノトリの地位を有していなか 

った。最も尊敬された者は, ョ—マンや借地農であり, 
また都ホにおいてそれに封応するものとしてり手土業 

者，店舗主，小商人であった。彼らは，自ら所有する 

ものでもれ，或いは借りたものポあれ, ' 〔ともかくも〕 

財まを所有するという'ことによって，乃至は取引商品 

を所有するというととによって, 相冗に結ばれてい'クこ。 
との〔階層の〕下には農村及び都ホの労働者, 〔すな， 

わち:）前工業化イングランドでますます增大する階)  ̂
がありその主たる財座は，换らが市場を通じて提供 

する労働力であった。社会の底辺には被救貧者が存在 

した。彼らは，老年者と幼年者/ 病人と身体障言者, 
未亡人と失業者から成り，これらすべての者はその生 

計を公的乃至は私的な慈善に依存して、た。また，親 

方や主人の家fc住み,そめ生活の糧を彼らに依存する 

徒弟や住み込み奉公人も同様であり，彼らは労働市填 

の 「風」に十分にさらされるということがなかったの 

である。 ' ，

社会的な地位れ，：究極的には富, 〔それも〕他のも 

のよりもョリー層受け入れられ易いなんらかの形態の， 

富の所有に依存した。貴族は,，国王によって授与され 

るか乃至は波らの父から受け籍ぐかした爵 位も.有‘ 
し爵位をもたないジェントリも技術的には紋章をも 

つ権利を有していた。だが社会的に言えば, 真の基. 
準は，有名な冒•葉を借りるならば,「ジバノトルマン 

たる鍵度, 族格，落も着きをもっ1 能力にあ*?た。樊 

際には, このことは, ジcnントルマ 'ふらしく生活し行 

動するための費用を償うに十分な地代収入をもたらナ 

だけの大きさの，所領を所有す！)ととを必要とした。 

士地以外のさまざまな形態の富ば，富に対する锻習的‘
な態まに容易に適合せず, 商人, 法纽家及び類似の’
専 n 職の厳密な社会的地位は,前工業化社全に 

おい，てはffjl定ていなかった。1669年に至っても，な 

お rあらゆる時代i 国における商人は，卑しいものと

61(1165)

旧学会雑誌J 67巻11号ひ974年11月）

残念ながら, . ハミルトン教授の仮説は，最初にそう 

思われたよりも甚だ正しからざる® を有しても、た。価 

格は,貨條の供給以外にも他の多くの要因によって影 

響されたのであり,せに生産高と需要の水继における 

変化によって歡響されたのである。スペイン領ァメリ 

力摩金銀〔の流人〕は，既存の货幣の蓄糧及び把握し 

難い莫大な量の信用を〔更に〕増加'させたにすぎない 

のである。3 "  ロッパの後山の産銀及び板金の溶解も 

また，貨幣〔の流通® を増大させていた。従って，

価格水雜における変化を享ら，或 主 と し て さ え も  

貧？̂の供給に関連づけることは，明らかに非現実的な 

' ことなのである。イングランドに関しては，スペイン 

領アメリ力産銀の輸入が重要なものとなる以前に価格 

力昇しはじめたという点や，特別な間題がf c る
いわゆる価格苹命の貨幣〔数量説:!的な説明の最も 

揉刻な弱点ほ，それが，なぜ工業製品の価格よりも愈 

物価格がョリ急速に上昇したのがという点にっV、て，

説明しないことでもる。この事実は，インプレーシ、ョ 

ンの背後r ひそむ原因が，農場生産物の増加率よりも 

ョリ急速な人ロ塌加率であったことを示唆している。

との長期的な傾向は，不作 harvest failures (たとえぱ，

155啤代前半，1590年代, 1630^代）によって繰り返し恶 

化された。そして,，1540年代の通貨の改鋳〔通貨の価 

値の低下：）は，インフレの鳥進に更に拍取をかけた。 

それ以外の時期には，豊作や，或いはたとえぱ1550年 

代の終りに起ったような人口増加の一*時的な抑制によ 

って，価格の上昇は緩和された。しかし,盘物価格が 

長期的に上昇を停止したのは，人口増加率がa リ低く 

なり，また恐らくは廣業におけるg リ弾力的な供給条 

件が存在した17世紀後キになってからのことであった。■ 
工業生産物の価格は，長期的な人口錢勢に，よって银響 

されることがg リ少なかった。これは，ひとつには供 

給条伴が農業におけるよりも恐らくョリ弹カ的であっ 

たためであるが，しかU主としては,食物価格の高騰が 

社会の多くの部分の所得を'浸触してしまい，力、くして 

工業生ま物に対する需要の増加を抑圧したためである。

価格ぜこ命の货幣〔教量説:]的説明は，しぱしぱイン 

フレーション力，、経资成長を刺激したのだという，議論 

め第二段階にまで拡大されてきた。〔すなわち，〕価格 

力を，主たる生産費用であった賃銀及び地代よりも急 

に上界することによ":>て利潤を増大させ，力、くして新 

しい事業ぺの刺激とそれをまかなうための資金を提供 

した，と主張されるのである。货幣数想:理論的な議論 

の第一*の部0 についてと同様,狼ニ段階もまた疑問で

ある。ひとづには，■̂れが!®格水準の変化を貨幣供給 

量の変化と関連づける兄解と商力：しなV、か ら で る 。 

というのは, との関速は, た だ 〔資歉の:！流通速度 

(貸踏が，その持主を変える速度)及び一経済内に生じた 

取引数に全 < 変化がないと仮定するととをこよってのみ， 

成り立つからヤある。 しかし，企業数の増加（ハミル 

トン教授め用語ではf資本主義の効風!）は,必然的に取引 

数の増加を含むのである。この譲論はまた，事実に甚 

づいて考えても疑間である。賃銀は価格fc遅 れ 〔で上 

昇し〕たが，地代もまた一*般的にそうであったかどう 

力、は極めて疑わい、。しかし, 非農産物価格が食物![ifi 

格ほど急速には上昇しなかったこどは明らかである。 

従って，利潤の増大という恩恵に浴しすこグループカ游 

在したとすれぱ, それは自らの土地を固定した〔地代:) 

支払のもとで自由保有乃至勝本保有として保有し，彼 

らが支払う貧銀ゃ波らが購入ずる工業鶴品め価格より 

も急速に上昇する価格を，自分達め生産物に対して受 

け取ったような農民によって構成されていた〔はずで

る:)。波らが，増大する所得を新しい事:業に投資す 

るか，自分達の生活水準の向上のために使用するか， 

もっとゆとりをもって働くために使用する力、,或いは 

これら3つのこと全郁のために使用するか，というこ 

とは，f±事と富に対する彼らの態度にかかっていた。

货 幣 〔数量〕的な耍因が全く無意味であ0 たという 

わけやはがいが，1650年以前のインプレ-■シヨンの原 

因を，需要と供給における.長期な変化の相互作用に 

求める方が, ヨリ現樊的である。ヨ*- 口ッパの貨幣用 

地金の蓄積が増加しなかったならば，経済発展はP 貨 

の供給不足によ'って妨げられていたであろう,。 しかし 

価格水準の長期的な変化は，ィデリス経済にとっで外 

生的な諸力のま物で、はなかったし，価格は経済変化の 

独立した耍因でもなかった。インフレーシヨシは，ス 

ペイシ倾アメリ力からの銀の供給が減少しつ'ゥた 

17世紀中葉には，消減した。だが, それは同時にイ'/ 

グランドトこおける人口増大が純化しはじめた時期でも 

あった。:1660年代以降，長期的な穀物制格の趨勢は， 

農業生遊力の増大と食物需要の3 リ低い増加率と.を反 

映して，下防:気味であった。紙僻の発達及び信用のコ 

リ広巩な利用が貴金属供給〔の減少〕を補ったけれ 

ども，新しい産銀の相対的な不足れ,恐らくデプレ的 

な影響を与えた。しかし，1650年以降の価格の変動は, 

純粋に货敝〔数量〕的な影響の库物であるよりも，む 

しろ主としてホ場の'変化のま物であった。
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クラ*-タ、》ン著 •■前：！:業化イングランドの経済1500-1750j (ニ）

は, 都市の商人家族と婚姻関係によって結ぱれていた。 

これらの関係は, 政治権力を有する人々の心に,事業 

に対する共脇的な態度を劍り出すうえで大きく寄与し 

たが,この点, 17世紀のフランスの狀況と鋭、対照を 

なしていた。フランスの社会では，次のような考え方 

がなされていたのやちるろすなわち，

[商人の存在逆由は物的な富を獲得することで 

あり, 彼の主たる目的は私な利益であった。な 

ぜなら, 商人の下劣な打算的な德にとって，富と 

いうものは豊かな報酬だったからである。他方， 

社会的威信は, 武勇や忠誠を示した人々,及び報 

酬や媒柴を求めす*に，戦場で，まいは教会堂の中 

で,社会に參仕すぺく専念した人々のためにとつ 

ておかれるぺきものであった。」

とめよう’な熊度を壊減させようとする，17世紀めフ 

ラシスの大臣達による試みは失收し，それは「フラン 

をの商業的な拡張に対する重要な障害丄として残存し 

た。， ，. .
i?5o年以前めイングランドの社会制度は，経済発展 

に対して恐らく障害妆として作用したものと思われる， 

とっの構造イ匕された特質をもっでいた,' それは，富 

の源束及び威信のしるしとしての土地に置かれた強調 

でもり，この強調は，資本を商工業から所領の購入へ 

と向かわせてしまいがちであった。土地は社会的に受 

け•入れられるものであったから，それは貧付のための. 
安全播実な担保であったのて、あり，そして土地を担保 

に▲を工面するととの容易さが，他の 05f镇の購入以 

外の;）目的で借金する場合わ利子率を上昇-せしめたも 

のと思われる。地位の象徴としての土地への執着が, 
どの程度重要な意味を有しでいたがということを確定 

することは困難である。商業的な富は確かに土地所有 

へと流れていったが，商人達はこの所有地を効率的に 

経営すべく，彼らの新しく獲得し:所領の管理のため 

に, 恐らく会計事称所の方式を取り入れた。16世紀後 

期からr?世紀前期に土地を担保として借り入れられ 

た全は，しぱしぱ狂わんぱかりの悪名高、浪費の資金 

として用いられたが，その場合には，それは投資資金 

がョリ生産的な使用からそらされることを意味した。 

しかし地主達は，彼らの所叙を改善するためにも借金 

した。土地を担保にした借金がその他のものを;保と 

する借あの諸形態よりも低利である限り，a リ低い利

子舉は士地への投資のョリ少ない危険性を反映し，そ 

れは確固たる経お的，社会的すギ利益を産み出した。

しかし，，土地への執着カ银済発展に対する障害でib 
っ た一 一 そうであゥ たというととは決して明確ではな 

いが—— としズも，別の観点から見れば,前工業化イ 

ソグランドの社会構造は経済発展に非常に第したもウ 

であった。今日の多くの低開発諸国とは顕着な対照を 

なして，ちらゆる階層めイソグランド人は通常南親と 

未婚の子供より成る举婚家族液態をとってぉり，数世 

代の者から構成されて絶えず此、大する睡昧に定義され 

た親族集団を含む, 拡大家族形態はとらなかった。そ 

の起源に関して何力、述べ得るためねは,前工業化社会 

のこの侧商に関しては知られている点があまりにも少 

ない。しかし, 単婚家族形態の成立は,重要な人口学 

的及び経済的な意味合いを有していたのである。第一 

に, 結婚は新しい世帯の創出を意味した。結婚した子 

供達は，老齢の，或いは未亡人乃至男やもめとなった 

父母がその家齒に引き取られる場合を別とすれぱ，通 

常その両親と一緒に住むぐとはなかっナこ。fe帯を創設 

するためには，利用しうる農場か，或いは所得をもた 

らす商‘ 工業が存在しなけれぱならなかった。このよ 

うに，婚姻率と経済的な条件との間にゆ密接な関速が 

見られた。第二に,家族は社会制度であるぱかりでな 

く経済的な単位でもあったのであり，をの成員は家族 

の長場乃至家庭の仕事場で働くセ、,或いはなIんらかの 

懂類の問屋制エ業|̂と雇傭されるかしたのである。直接 

の家族労働は，家族の一員として住み込んでいる職 

" a  , 労働者,,.徒弟や享公人によってしぱしぱ袖われ 

た。これらの人々は，単婚家族の外延部を取成したが, 
しかし通常は僅かに1 名か2 名存在するだけであり,
多ぐの世带では皆無であった。第 に , 今日め低開IS 
社会の拡大家族と比較した場合，単 婚 家 族 }そ  

の生産物すべてを消費してしまうということはりそ 

うにないことであった。拡大家族がいかなる社会的利 

益を有するにせよ，そi t は市場のための余剰の蓄糖を, 
妨げる傾向があり，また資本の蓄積ぎゆ制する。とい 

うのは，家族のすぺてめ資源が,その多くはを産に何 

ら寄与するところのなレ、親族集K を扶養しつづける 

〔ために用いられる〕からである。 1 6 ,1 7世紀のイン 

グランドでは，壤婚家族は近親者に対してさえ,世り 

中に出て自分達の生計を立てることを強\/、た。このこ
' - "■ ■

注(̂ 6) R. Grassby, ‘Social Status and Commercial Enterprise under Louis XIV’, Ecoil. Hist. Rev* 2nd ser., vol. Xlll, 
1960, pp.19一20-

( 7 ) 本稿58 ；@[を参照せよ， ，
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されてきているJ ということが主張されでいたのであ 

るが，しかし実際には，彼らがそみ収で農村の土地 

を購入した時には，彼らはジュントルマンとして受け 

入れられたのである。

ジ工ソトリと非ジェントリの間の大きな懸隔を越え 

ることは容易ではなかったが,それは不可能なことで 

ぱなかった。外国資易に従事する商人は®を蓄積する 

機会力';大きかったから，他の大部分の者よりも非ジ&
ントリからジ: ントリへの移行が可能な立場にもつた。 

成功した商人はいつの時代でも土地を購入したが，こ 

の想向は， 〔土地〕所有の経費の上昇によって庄迫さ 

れたジェ.ントルマンから.富裕な商人力;所領を癖入し 

た 17世紀後期及び18世紀前期に特に顕著であった。 

しぱしぱ，18世紀前期におけるアンプローズ.クロウ 

リー卿Sir Ambrose Crowleyの如き成功した工業家 

力，V ,〔ジ:Cントリ:！社会に押し入った。 また，成功し 

た宇工業者や農民の息子がジントルマンとなること 

も，それはど異例のことではなかゥた。かくして，M 
世紀末わチェスタ一の文盲でf c りながら成功した手袋 

製造業者，ロバート，プリアウッドRobert Brerewood 
は, 1 人の息子をオックスプォ一ド大学に入学させ， 

欲がグレシャム，カレツジの天文学教授となるのを觅 

とどけたのであり，そして彼がもう少しき生きしてい 

たならぱ，彼の孫が法為tを勉強し，ナイトの位を受け， 

栽刺官となるのを見たであろう。 〔同じく〕16世紀の 

3 リ早1/、時期には，ラチィマ一主教Latimerのタ:は 

レスターシヤ の土地保有農であった。必ずしもすベて 

め者が，ジェントルマンになることを熱望したわけで 

はなかった。〔すなわち, 〕「ヨーマン)）の上層となる 

力が、, ジェントリの下層になるよりもましであるJ 
〔と言われたように)。だが，ジュントリとなることを’ 
望んだ者にとっては，そ’の途が全く閉さ’されても、たわ 

けセはなかったのである。’，

他の方向に向っての動きもまた，みられた。ヨリ下 ’ 
層 ,にあっては, ' ，自'作農 owner-occupierの年少の息子 

達は，家族の O T rriする〕 場をすべての子供に細分 

することが不可能'るか乃至非现卖的であった姆合 

には,しぱしぱ士地をもたない労働者乃至工業の賃銀 

労働者の地位に下降していっすこ。また,〔士地所有者に 

よる）追い立てによって同様の運命を迪った士地保お 

喪もあった。1 6世紀及び1 7世ネ己前期の贵族のなかで, 
/ > 数の土地所右者はインプレーシa ンと過俊の出費に

よって腐迫させられ一■-他の者達に上昇するための手 

段を供給しながら—— その所値の全て乃至-^部を売却 

すネととを金儀なくされた。17世紀族期には,土地所 

有の経費め上男が,小土地所有者のある者にとっては 

没落の原因となった。ジ: ントリは，家族の所領の扶 

養能力を超えて子供をまんだため， しぱしぱまらの 

出M* の儀牲者となった。長子相続制の慣習が長男 

のもとに所領を振っベぐ発達せしめられたが，それは 

年少の息子達を社会階梯$5蒸の危除にさらした。もし 

彼らの年長の兄弟達が彼らに〔土地を〕与えようとし 

ないなら，彼らは宮廷にifc支るととにより，或いは專 

門職に従事することにより，吏r は商人のもと年期 

參公することによってさ£ , 自らめ生計をたてねぱな 

らなかった。， •
f…..‘ま分達が3 リ高度の〔内容をもっ）職業fc 

適しているととをま覚しないために,低級な仕事 

に# 事しているととはど, 我が国のジ:t ントルマ 

ンの養育の悪さを示しているものはない。賴子を 

かぶらずに座り，店や通りを掃除するといった具 

合に店に參公することは，誰でもやる類の生活で 

ある《最も下級の役所で貴族に# 仕すること，彼 

. らの長靴を脱がせ, 衣服にプラシをかけ，手に木 

, の皿を持って食# で待ち，外套A れを持って彼ら 

のうしろに乗り合わせ，従僕や馬丁たちと共に食 

事をとるといった事は，イングランドにおけるジ 

ントルマンが一般的にi l lる速である。他方,他 

のH では，ジぶントルマンは戦いに赴くのであり， 

店に座ゥナこり，或いは誰かに仕えたりすることを‘ 
軽蔑している。J 

だが,かかる悲しむべき没落にいかなる社会的汚名 

がき'せられようとも,それは経済発ためには好都 

合なことであった。〔というのは，〕年少の息子達が 

事業の中に特別な才能や相当の富をもたらしたためと 

いうのではなく，彼らがジCZXントリ及び支配階級i 商 

業及び工業との問に，結びっきを与えたということで 

ある。農民乃至手工樂者の息子と同じ带で掃ぺことに 

より，〔ジントリの〕年少の息子は彼らと同じ人生 

観を持っようになった。もし彼らがジょントリの地位 

を*ぽぴ得たいと思うならぱ，その近道は事業に成功を 

収めて所領を購入することであひ,或いは，ョリ手取 

/り早い方法としては，富裕な商人の未亡人乃至娘とう 

まく婚約を結ぶことであっナこ多くのジシトリ家族

法 (4)' .  Quoted by L. Stono, The Crisis of the Aristocracy, 1558—1641, 1965, p. 40. 
( 5 )  H. Belasyso, op. cit., p. 204,
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とは疑いもなく，この時代の特徴でゥた,公的な慈 

善に谈存する多数の貧民や食騎者の增大を助長したが, 
.'それはまた可動的な労働力，mobile labour forceの創出 

を刺まし，企業ま的才能ある人々の供給を増大した。 

経済発展i'ことって更にヨリ重要なととには， 単 婚  

家族は売却可能な余剰を生産することができた。そ 

れは, ホ場済の |§展に•おいて本質的な要因だったの 

で身> る。

経済発展に対する態度

前：!:業化イングランドにおける〔人々の〕態度が経 

済発展に対し好適ものであったという仮定は,,この 

章を通して暗魅の前提とされてきている。フィッシャ 

一教授F ish e rが書いたように, >16世紀後期及び17 
世紀前期ほ, 恐らくイングラシド史において，経済的 

欲求は著しく強がったが経済突展ほなお遅々としてい 

すこ, 最锋わ時期をなしているJ。この〔経済欲求の） 

強さはプP*チスタゾトの宗教改苹によって増大された 

ということ力' ; , しぱしぱ示唆されている。 ドイツの学 

者マヴクス，ウ3̂ —バーMax Weber ‘によれぱ，「合 

理的な，資本主義企業による, 利潤の,しかも絶え 

ず更新される利潤の，追求J と彼が定義したところの 

r資本主義の精神」は，利潤獲得を非難する力トリッ 

クの経済教説によっては為されなかゥたような仕方で， 

プロデスクントの输理によって刺激されたのであっお。 

プロテスクント倫理の核心には，それがいかに卑しい 

ものでかれ，日々の仕事を神によって命ぜられナこもの 

と見做す召命の教義がもゥた。仕事は神によって命ぜ 

られたものであったから,' それは神の栄光のために, 
また救済に至る途として,尾よくなされなけれぱな 

らな力、った。ここからは,首尾よくなされた住事に对 

する報酬—— との世のま—— が，天に積まれた宝の現 

世的な, 0 に見える象激であると信ずる〔に至る〕ま 

では，ほんの一歩の蹈離でしかなかづた。

ウニーイ一の理論は, . 広く批判されてきた。みトリ 

ツクとプロテスタントの経済教説の間に，なんらかの 

鋭い対立力;存粗したかどうかは疑問である。少なくと

もルターLutherほ，中世の教会の如何なる神父よウ 

も強ぐ金儲けを非難し,この歯の間題においては甚だ 

保守的であづた。. また史実histoiieal recordsも，.経济 

発]5̂ が力トりックの国よりもプロチスタントのにオo’ 
いてHIリ急速であったということを示してはいない。 

たとえば,：カルヴイ> ズムわ〔支配的な：）スづタトラ/ 
ンドは，力トリックの〔支配的な〕ブラシダースより 

も遙かに後進的であった。そして, rもし,資本主義 

の精神〔という言葉〕によマて，利潤の迫求のために 

はすべての道徳的良心のとがめを儀牲にすることを辞 

さな、、態度が意味されているとするならば,それを中 

世の聖徒達にとゥて 非常に身近なものであったJ。し 

か I：批判者達は，ウcn— バーはただプロテスダントの 

教義が, その中で資本主義的な態度が栄えうるよ.うな 

思想的零囲気を提供したのであるということを主張 

したにすぎないという実を, しばしぱ見過し;てしま

.ゥた。クリストプア 一，. t ル，Christopher H i l lが書、、 

たように， f プロテスタンティズムのなかには， II動 

的に資本主義に導くようなものは何もないのであるJ 
が， し か し 「プロチスタントの本命t i,、社会をその 

旧い型のままに保っていた機構{匕した教会の鉄のよ 

ラなイデオロギ一の夕{■梓をfさ解したのである。すでに 

資本主義カ潘在していたとこるでは，それは宗教改革 

以降ョリま由な活動の機会を得たJ。1 6 , 1 7 世紀の間 

に，イ，ングランドにおける宗教的信仰は,経済的な営 

為に対する一般的な於疑〔の状態〕から，金を儲けよ 

う.とする欲求をこ对して無関心である力、，或いは時には 

共感さえするような立場に至るまで,徐々に変化して 

いった。 .

. 大衆にとっては，金銭の問題についての機構{匕した 

教会の見解は,少数の者を除いたすべての者に対して 

体むことのない労苦の生活を余儀なくした経済的状況 

の無情な現実と比較すれば,恐らくあまり重要なもの 

ではなかった。多くの同時代人が，貧民は利潤の極大 

化よりも怠惰に向かいがもであると信じたのはt 恐ら 

ぐこのためであった。なせら , 生活が厳LV、時期に 

は，余暇は贵ぱれる財まであったからである。ウィリ 

アム參'ペティ卿Sif William P e ttyは，1670年代に

ニダラークソン著「前工業化イングランドの経済1500-17501 (ニ）

〔*■政治算術J を）著.した際に，一般イfcしている苦情に 

ついて次のようfc述ぺている4
r多くの貧民を雇傭する織元やその他の者のと 

こるそ*は，穀物が料に豊富な時期には，貧民の労 

働はそれに比例して高伽となり，いずれにせよ不 

十分tこしか入手そきないということが観察される 

(すこだ食べるためfc, というよりもむしろ飲むために働く 

人々 は，かくも気儘なのである）J。
との見解は，fe済発展に対して恐るべき障書を創り 

出し, 今日の後進経済のお娜染の特質となっている， 

高い余暇選好性と固定化した消費のパク一ンを暗示し 

てW、る。だがわれわれは，それらが前工業化イングラ 

シドにおけるお展に対■して，〔果して；）かくも重要な障 

害であったのかどうか〔判断に〕迷うであろう。今日 

の低開発諸国おいてさえ，消費や余暇や仕事^に対す 

る態度は, 経済的な機会が得られるようになるK1つれ 

て，極めて急速に変イ匕しうるのである，イングランド 

においては, 多くの要因力，、作用して,事や余暇に対 

する伝統的な態度を破與した6 社会の階層的な構造は， 

低位の者力;彼の社会的な上位者の消費習慣と同等の生 

活を熱望することを, 碱実なものとしていた。1.6世紀， 

17世紀，そしてI8 世紀にゆ,貧民達が彼らの上位者 

をまねようとしているという，停滞的な需要を暗示す

る他の観察とは全く商立しないような，多くの苦情が 

みられた。仕事や消費の伝統的な習慣は,外国の商品 

が消費者をぽ惑，し，裕Mな商人やジ:a ントルマンが新 

しい流行を作り出し外国人が興国風の流儀で行動す 

る都市においては，特に廃棄される傾向にあった。非 

常に多くの人々が首都に赴き,新しい欲望を創り出す 

新しい商品に接したの'Tjあるから，この点でロンドン 

は，とりわけ重要.であった。ペティが書いた当時で';さえ， 

他の経済蓉述家達は，人々が彼ら0 生活水準を高め;̂  
ために，高い貧銀に対してョリ多く働くという形で 

反jtSしないのかどう力、，思いをめぐらしていた。基本 

的に労^1集約的な経^#において必要とされる大量の労 

働を供給した，社会的ピラミッドの底辺にる人々の 

態度は，経済的な機会の# 否によっ't；左右されたので 

あり，経済発展の速度を甚だしく減ずることはなか 

たと考えることができよう。他の点におけると同ぽ， 

〔消費や杂暇や労働J■なホする人々の〕熊度においても, 
前工業化イングランドにおける経済発展にとっての環 

境は⑩全なものであった。.
大 貫 朝 義 0^済学部助手）

，滴 田 利 失

(大学院経済学CT究料博士課程)

法 ( 8 )  F. J. Fisher  ̂ 'Tawney^s Century* in E ^ y s  in the Economic and Social History of Tudor and Stuart England, 
ed. P. J‘ Fishefj 1961, p. 2. . '

( 9 )  R.H. Tawney, Religion and the Riee of Capitalism, Penguin ed " 1938, p, 9 3 . (邦訳- ト〜ュニき, 山【j 绣蔵•越 

翻武IS訳 ••宗教と資本主まの典隆一 個史的研を一 上 *下巻，岩波文航上 1956:年, 下 1959年レ

(10) Christopher H i l l , ‘ PfOt^tantism ⑩<1 Cゆitalism’，in Essays iれ the E ĵonomlc and Social History of Tudor and 
Stuart England# p. 36.
. ■ ,:-， ， . . .
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注(n) sir William Petty, Political Arithmetic (1690), in The Economic Writings of Sir WiUlara Petty, ed. C.H. HuU, 
. 1 8 ^ ,  vol.1 ,p. 274.(邦! ^ ,ペティ箸，大内兵か松in七郎訳*■政治算術J , 1955.岩波文庫)
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